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【
論
文
概
要
書
】 

王
陽
明
資
料
の
新
研
究 

―

龍
場
に
至
る
ま
で―

 

劉 

珉 

中
国
明
代
の
一
人
の
士
大
夫
、
王
陽
明
（
諱
は
守
仁
、
字
は
伯
安
、
浙
江
餘
姚
県
の
人
、
弘
治
十
二

年
の
進
士
）
は
そ
の
盛
名
の
わ
り
に
は
、
一
度
も
ほ
か
の
歴
史
的
人
物
の
よ
う
に
当
時
の
資
料
を
総
動

員
し
て
そ
の
真
実
の
姿
を
調
べ
ら
れ
た
こ
と
は
な
か
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
と
く
に
こ
こ
二
・
三
十

年
、
板
本
の
影
印
出
版
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
発
達
な
ど
研
究
環
境
の
急
激
な
変
化
で
、
研
究
者
の
見

ら
れ
る
資
料
の
範
囲
は
爆
発
的
に
拡
大
し
て
お
り
、
そ
う
し
た
中
で
従
来
の
研
究
を
振
り
返
る
と
、
ど

う
も
そ
の
成
り
立
っ
て
い
る
資
料
的
基
盤
が
か
な
り
危
う
い
も
の
の
よ
う
に
見
え
て
く
る
。 

た
だ
、
陽
明
の
経
歴
に
つ
い
て
着
実
に
調
べ
ら
れ
た
こ
と
の
な
い
の
に
は
、
恐
ら
く
も
っ
と
深
い
理

由
が
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
現
在
の
学
術
的
問
題
意
識
か
ら
す
れ
ば
、
そ
の
経
歴
が
十
分
有
意
義
な
研
究
対

象
に
な
ら
な
い
か
ら
で
は
な
か
ろ
う
か
。
も
ち
ろ
ん
、
陽
明
の
思
想
に
は
そ
の
波
瀾
に
満
ち
た
人
生
の

経
験
や
、
現
実
の
社
会
で
挙
げ
た
目
覚
ま
し
い
成
果
が
も
と
に
な
っ
て
い
る
こ
と
は
、
誰
し
も
認
め
る

と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
が
、
い
ざ
研
究
と
な
る
と
、
結
局
、
思
想
は
思
想
、
生
涯
は
生
涯
と
い
う
よ
う
に
切

り
分
け
て
処
理
せ
ざ
る
を
得
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
陽
明
は
ふ
つ
う
の
思

想
家
と
違
い
、
「
事
上
磨
錬
」
を
こ
と
さ
ら
強
調
し
て
思
想
自
体
を
語
る
こ
と
に
は
そ
れ
ほ
ど
の
意
欲
を

も
っ
て
い
な
か
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
人
物
に
対
し
て
、
思
想
を
思
想
の
中
で
完
結
さ
せ
る
よ
う
な
研
究

の
仕
方
は
果
た
し
て
ど
こ
ま
で
通
用
す
る
で
あ
ろ
う
か
。 

本
論
文
は
ひ
と
ま
ず
陽
明
の
思
想
を
解
明
す
る
こ
と
を
目
指
さ
な
い
。
ま
た
、
細
か
い
事
実
を
考
証

し
て
従
来
の
伝
記
を
補
訂
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
わ
け
で
も
な
い
。
と
も
か
く
、
陽
明
を
一
人

の
人
間
と
し
て
扱
い
、
そ
の
各
時
期
に
つ
い
て
明
代
の
史
料
群
か
ら
確
実
で
豊
か
な
姿
を
読
み
取
ろ
う

と
す
る
。
こ
こ
で
大
事
な
の
は
、
そ
の
学
説
や
経
歴
の
骨
組
み
で
は
な
く
、
む
し
ろ
そ
の
肉
付
き
で
あ

り
豊
か
さ
で
あ
る
。
そ
う
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
陽
明
な
ら
で
は
の
特
質
に
こ
そ
、

そ
の
思
想
や
生
涯
を
理
解
す
る
鍵
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
筆
者
に
は
感
じ
ら
れ
る
。 

以
上
の
よ
う
な
発
想
を
も
と
に
、
本
論
文
は
『
年
譜
』
な
ど
後
世
の
編
纂
資
料
よ
り
も
、
陽
明
本
人

お
よ
び
周
辺
の
人
々
が
執
筆
し
た
一
次
資
料
を
考
証
の
上
で
利
用
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
陽
明
の
思
想
と

生
涯
の
両
面
に
わ
た
る
本
当
の
姿
を
見
よ
う
と
す
る
。
対
象
と
な
る
時
期
は
、
初
め
て
原
資
料
が
確
認

さ
れ
る
進
士
登
第
以
前
か
ら
龍
場
に
左
遷
さ
れ
る
ま
で
と
す
る
。
こ
の
龍
場
以
前
の
時
期
は
、
陽
明
が

ま
だ
心
即
理
の
よ
う
な
思
想
を
唱
え
て
い
な
い
た
め
、
従
来
本
格
的
な
研
究
対
象
と
は
な
ら
な
か
っ
た

が
、
実
は
思
想
家
と
し
て
自
立
し
て
い
な
い
若
い
頃
の
遍
歴
に
こ
そ
、
そ
の
持
っ
て
生
ま
れ
た
特
質
や

将
来
へ
の
可
能
性
が
よ
り
は
っ
き
り
読
み
取
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
こ
の
時
期

に
つ
い
て
研
究
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
永
冨
青
地
氏
に
よ
っ
て
進
め
ら
れ
た
文
献
学
的
研
究
や

束
景
南
氏
の
陽
明
関
係
資
料
に
対
す
る
網
羅
的
な
渉
猟
に
負
う
と
こ
ろ
が
大
き
い
。
そ
れ
ら
先
行
研
究

を
踏
ま
え
た
う
え
で
、
本
論
文
は
龍
場
に
至
る
ま
で
の
陽
明
の
資
料
と
し
て
以
下
の
も
の
を
見
出
し
た
。

な
お
、
序
章
で
説
明
し
て
い
る
よ
う
に
、
貴
州
本
『
文
録
』
は
中
国
人
民
大
学
図
書
館
蔵
『
陽
明
先
生

文
録
』
三
巻
、
貴
州
本
『
続
編
』
は
上
海
図
書
館
蔵
『
新
刊
陽
明
先
生
文
録
続
編
』
三
巻
を
指
す
。 

①
「
祭
外
舅
介
菴
先
生
文
一

」
（
『
姚
江
諸
氏
宗
譜
』
六
）…

…

弘
治
八
年
四
月 

②
「
高
平
県
志
序
」
（
『
続
編
』
四
）…

…

弘
治
八
年 

③
「
送
黄
敬
夫
先
生
僉
憲
広
西
序
」
（
『
続
編
』
四
）…

…

弘
治
八
年
末 



2 

 

④
「
慶
呂
素
庵
先
生
封
知
州
序
」
（
『
続
編
』
四
）…

…

弘
治
八
年
～
九
年 

⑤
「
送
李
柳
州
序
」
（
『
続
編
』
四
）…

…

弘
治
九
年
四
月
頃 

⑥
「
送
駱
蘊
良
潮
州
太
守
序
」
（
『
続
編
』
四
）…

…

弘
治
九
年
六
月
頃 

⑦
「
送
陳
懐
文
尹
寧
都
序
」（
『
続
編
』
四
）…

…

弘
治
九
年 

⑧
「
送
呂
丕
文
先
生
少
尹
京
丞
序
」
（
『
続
編
』
四
）…

…

弘
治
九
年
八
月
～
九
月
初
め 

⑨
「
太
白
楼
賦
」
（
『
外
集
』
一
）…

…

弘
治
九
年
十
月 

⑩
「
賀
監
察
御
史
姚
応
隆マ

マ

考
績
推
恩
序
」
（『
続
編
』
四
）…

…

弘
治
十
年
～
十
一
年 

⑪
「
送
紹
興
佟
太
守
序
」
（『
続
編
』
四
）…

…

弘
治
十
二
年 

⑫
「
大
伾
山
賦
」
（
河
南
省
濬
県
の
石
刻
、
写
真
は
故
宮
博
物
院
・
紹
興
博
物
館
ほ
か
編
『
王
陽
明

書
法
作
品
全
集
』
故
宮
出
版
社
、
二
〇
一
七
、
二
〇
七
頁
） 

…
…

弘
治
十
二
年
九
月 

⑬
「
送
張
侯
宗
魯
考
最
還
治
紹
興
序
」
（『
続
編
』
四
）…

…

弘
治
十
三
年
三
月 

⑭
「
陳
言
辺
務
疏
」
（
『
別
録
』
一
）…

…

弘
治
十
三
年
五
月 

⑮
「
時
雨
賦
」（
『
邵
文
荘
公
年
譜
』
四
十
一
歳
の
条
）…

…

弘
治
十
三
年
六
月 

⑯
「
奉
石
谷
呉
先
生
書
」
（
貴
州
本
『
続
編
』
二
）…

…

弘
治
十
三
年 

⑰
「
提
牢
庁
壁
題
名
記
」
（『
続
編
』
四
）…

…
弘
治
十
三
年
十
月 

⑱
「
重
修
提
牢
庁
司
獄
司
記
」
（
『
続
編
』
四
）…

…
弘
治
十
三
年
十
月 

⑲
「
送
方
寿
卿
広
東
僉
憲
序
」
（
『
続
編
』
四
）…

…

弘
治
十
三
年
末 

⑳
「
来
雨
山
雪
図
賦
」
（
『
続
編
』
四
）…

…

弘
治
十
三
年
末 

㉑
「
春
郊
賦
別
引
」
（
『
続
編
』
三
）…

…

弘
治
十
四
年
春 

㉒
「
遊
斉
山
賦
并
序

」
（
正
徳
『
池
州
府
志
』
九
）…

…

弘
治
十
五
年
正
月 

㉓
「
九
華
山
賦
」
（
『
外
集
』
一
、
正
徳
『
池
州
府
志
』
九
）…

…

弘
治
十
五
年
正
月 

㉔
「
行
書
致
舫
斎
手
札
」
（
截
玉
軒
所
蔵
の
墨
跡
、
写
真
は
上
海
書
画
出
版
社
編
『
宋
元
明
清
法
帖

墨
跡
』
上
海
書
画
出
版
社
、
二
〇
〇
八
、
四
〇
～
四
一
頁
） 

…
…

弘
治
十
五
年
正
月 

㉕
「
題
湯
大
行
殿
試
策
問
下
」
（
『
外
集
』
六
）…

…

弘
治
十
五
年
春 

㉖
「
乞
養
病
疏
」
（
『
別
録
』
一
）…

…

弘
治
十
五
年
八
月 

㉗
「
易
直
先
生
墓
誌
」
（
『
外
集
』
七
）…

…

弘
治
十
五
年
十
月 

㉘
「
羅
履
素
詩
集
序
」
（
『
外
集
』
四
）…

…

弘
治
十
五
年
後
半 

㉙
「
興
国
守
胡
孟
登
生
像
記
」
（
『
外
集
』
五
、
嘉
靖
『
湖
広
図
経
志
書
』
二
） 

…
…

弘
治
十
五
年
後
半 

㉚
「
両
浙
観
風
詩
序
」
（
『
外
集
』
四
）…
…

弘
治
十
五
年
か 

㉛
「
平
楽
同
知
尹
公
墓
誌
銘
」
（
『
外
集
』
七
）…

…

弘
治
十
六
年
始
め
頃 

㉜
「
答
佟
太
守
求
雨
」
（
『
外
集
』
三
）…

…

弘
治
十
六
年
五
月
～
八
月 

㉝
「
南
鎮
祷
雨
文
」
（
『
外
集
』
七
）…

…

弘
治
十
六
年
五
月
～
八
月 

㉞
「
陳
処
士
墓
誌
銘
」
（
『
外
集
』
七
）…

…

弘
治
十
六
年
九
月
頃 

㉟
「
新
建
預
備
倉
記
」
（
『
外
集
』
五
）…

…

弘
治
十
六
年
九
月
～
十
月
頃 

㊱
「
平
山
書
院
記
」
（
『
外
集
』
五
）…

…

弘
治
十
六
年
～
十
七
年
前
半 

㊲
『
王
陽
明
先
生
若
耶
帖
墨
妙
』
（
博
文
堂
、
一
九
一
三
）…

…

弘
治
十
七
年
閏
四
月 

㊳
「
黄
楼
夜
涛
賦
」
（
『
続
編
』
四
）…

…

弘
治
十
七
年
七
月 

㊴
「
山
東
郷
試
録
序
」
（
『
外
集
』
四
、
上
海
図
書
館
蔵
『
弘
治
十
七
年
山
東
郷
試
録
』
巻
首
） 

お
よ
び
『
山
東
郷
試
録
』
（『
全
書
』
三
一
下
、
ま
た
は
前
書
） 

…
…

弘
治
十
七
年
八
月 

㊵
「
二
与
徐
仲
仁
」
（
『
続
編
』
一
・
家
書
墨
迹
四
首
）…

…

弘
治
十
七
年
冬 



3 

 

㊶
「
鴻
泥
集
序
」
（
『
続
編
』
四
）…

…

弘
治
十
七
年
十
二
月
～
十
八
年
初 

㊷
「
寿
楊
母
張
太
孺
人
序
」（
『
続
編
』
四
）…

…

弘
治
十
八
年
六
月 

㊸
「
対
菊
聯
句
序
」
（
『
続
編
』
四
）…

…

弘
治
十
八
年
九
月 

㊹
「
豫
軒
都
先
生
八
十
受
封
序
」
（
『
続
編
』
四
）…

…

弘
治
十
八
年
十
月 

㊺
「
答
陳
文
鳴
」
（
貴
州
本
『
続
編
』
二
）…

…

弘
治
十
八
年
末 

㊻
「
東
曹
倡
和
詩
序
」
（
『
続
編
』
四
）…

…

正
徳
元
年
三
月 

㊼
「
性
天
巻
詩
序
」
（
『
続
編
』
四
）…

…

正
徳
元
年
か 

㊽
「
答
懋
貞
少
参
」
（
貴
州
本
『
続
編
』
一
）…

…

正
徳
元
年
後
半 

㊾
「
答
王
応
韶
」
（
貴
州
本
『
続
編
』
二
）…

…

正
徳
元
年
九
月
～
十
月 

㊿
「
乞
宥
言
官
去
権
姦
以
章
聖
徳
疏
」
（『
別
録
』
一
）…

…

正
徳
元
年
十
月
～
十
一
月 

「
咎
言
」
（『
外
集
』
一
、『
居
夷
集
』
三
）…

…

正
徳
元
年
十
一
月
～
十
二
月 

「
答
徐
成
之
」
（
『
文
録
』
一
、
貴
州
本
『
文
録
』
一
）…

…

弘
治
十
八
年
～
正
徳
二
年 

「
示
徐
曰
仁
応
試
」
（
『
外
集
』
六
）…

…

正
徳
二
年
夏
～
秋 

「
答
徐マ

マ

子
積
」（
貴
州
本
『
続
編
』
二
）…

…
正
徳
二
年
冬 

「
陳
直
夫
南
宮
像
賛
」
（『
外
集
』
七
）…

…
正
徳
二
年
冬
か 

「
別
三
子
序
」
（
『
文
録
』
四
）…

…

正
徳
二
年
冬 

「
王
守
仁
詩
札
巻
」
（
中
国
国
家
博
物
館
所
蔵
の
墨
跡
、
写
真
は
前
掲
『
王
陽
明
書
法
作
品
全
集
』

二
八
～
三
三
頁
） 

…
…

正
徳
三
年
二
月 

「
答
文
鳴
提
学
」
（
貴
州
本
『
続
編
』
一
）…

…

正
徳
三
年
春 

「
澹
然
子
序
」
（
『
続
編
』
四
）…

…

正
徳
三
年
春 

「
吊
屈
平
賦
」
（
『
外
集
』
一
、
『
居
夷
集
』
一
）…

…

正
徳
三
年
春 

 

第
一
章 

進
士
登
第
以
前 

第
一
章
で
は
、
進
士
登
第
以
前
の
陽
明
に
つ
い
て
自
分
と
他
者
の
両
方
の
資
料
か
ら
検
討
し
た
。
ま

ず
第
一
節
「
弘
治
九
年
の
状
況
」
は
、
他
者
の
資
料
に
よ
っ
て
検
討
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
こ
か
ら

わ
か
っ
た
こ
と
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。 

陽
明
は
弘
治
六
年
、
同
九
年
の
二
回
の
会
試
に
落
第
し
た
こ
と
が
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
が
、
現
在
の

と
こ
ろ
、
一
次
資
料
の
中
で
彼
の
姿
が
は
っ
き
り
と
読
み
取
れ
る
の
は
、
こ
の
二
回
目
の
落
第
を
し
た

弘
治
九
年
に
さ
か
の
ぼ
る
。
二
月
に
落
第
し
た
陽
明
は
、
九
月
に
な
る
と
一
旦
故
郷
に
帰
る
が
、
そ
の

帰
郷
に
対
し
て
、
都
の
少
な
く
と
も
六
人
の
士
大
夫
が
送
別
詩
を
作
っ
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
こ
の

六
人
は
、
劉
大
夏
・
顧
清
・
石
珤
・
毛
紀
・
趙
寛
・
喬
宇
で
あ
る
が
、
そ
の
う
ち
注
目
す
べ
き
な
の
が

喬
宇
で
あ
る
。
弘
治
九
年
に
進
士
に
登
第
し
た
顧
璘
（
号
は
東
橋
）
の
証
言
に
よ
れ
ば
、
当
時
の
都
で

は
、
喬
宇
・
邵
宝
・
儲
巏
・
王
雲
鳳
と
い
う
四
人
の
中
堅
官
僚
が
文
壇
を
牽
引
し
て
い
た
。
有
名
な
李

夢
陽
は
そ
の
時
に
ま
だ
頭
角
を
現
し
て
お
ら
ず
、
こ
の
四
人
は
夢
陽
ら
前
七
子
が
登
場
す
る
前
の
文
学

的
領
袖
だ
っ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
四
人
は
い
ず
れ
も
都
の
北
京
で
陽
明
と
付
き
合
っ
た
こ
と
が
あ
る

が
、
中
で
も
と
り
わ
け
喬
宇
と
陽
明
と
の
関
係
が
深
か
っ
た
。
陽
明
よ
り
八
歳
年
長
の
喬
宇
は
、
晩
年

近
く
ま
で
陽
明
と
親
交
を
結
ん
だ
ほ
か
、
こ
の
送
別
詩
に
見
ら
れ
た
よ
う
に
、
実
は
進
士
登
第
以
前
の
、

ま
だ
二
十
五
歳
の
太
学
生
で
あ
っ
た
陽
明
を
も
よ
く
知
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
喬
宇
の
文
集
は
南
京
図

書
館
と
台
湾
の
国
家
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
、
従
来
利
用
さ
れ
る
こ
と
が
少
な
か
っ
た
が
、
陽
明
の
前
半

生
を
た
ど
る
に
は
、
彼
と
そ
の
書
い
た
詩
文
は
重
要
な
視
点
と
な
る
は
ず
で
あ
る
。 

送
別
詩
を
作
っ
た
六
人
の
う
ち
喬
宇
以
外
は
ほ
と
ん
ど
父
王
華
の
関
係
者
で
あ
る
こ
と
も
わ
か
る
。
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王
華
は
状
元
で
科
挙
に
合
格
し
た
者
で
あ
り
、
状
元
の
通
例
と
し
て
翰
林
院
に
も
長
く
奉
職
し
た
。
そ

の
お
か
げ
で
、
陽
明
は
若
い
頃
か
ら
都
の
一
流
士
大
夫
と
付
き
合
う
機
会
に
恵
ま
れ
た
。
そ
し
て
そ
れ

ら
の
士
大
夫
か
ら
は
、
ほ
ぼ
口
を
揃
え
て
陽
明
の
文
学
的
才
能
を
高
く
評
価
し
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に

弘
治
九
年
六
月
二
十
日
に
王
華
親
子
の
自
宅
で
開
か
れ
た
宴
会
と
い
う
実
例
も
あ
る
。
当
時
、
王
華
は

進
士
同
年
の
婁
性
の
た
め
に
送
別
会
を
開
き
、
翰
林
院
関
係
者
を
中
心
に
集
ま
っ
た
十
人
ほ
ど
の
メ
ン

バ
ー
に
交
じ
っ
て
陽
明
も
参
会
し
た
。
席
上
で
め
い
め
い
が
聯
句
を
作
っ
て
計
十
七
首
の
詩
を
残
し
た

と
い
う
が
、
進
士
登
第
以
前
の
陽
明
は
こ
の
よ
う
に
父
親
の
社
交
に
も
加
わ
っ
て
詩
文
の
応
酬
を
し
て

い
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
婁
性
は
有
名
な
婁
諒
（
号
は
一
斎
）
の
長
男
で
あ
り
、
恐
ら
く
寧
王
宸
濠
と

の
関
係
で
史
書
か
ら
は
抹
殺
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
が
、
陽
明
は
彼
に
好
ん
で
接
し
て
い
た
。 

右
に
触
れ
た
人
物
の
ほ
と
ん
ど
が
み
ず
か
ら
も
文
集
（
四
部
分
類
で
い
え
ば
集
部
の
別
集
）
を
残
し

て
い
る
。
こ
こ
に
述
べ
た
事
実
も
、
そ
れ
ら
の
文
集
か
ら
見
出
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
に
士

大
夫
の
文
集
を
利
用
す
れ
ば
、
当
時
の
様
子
や
人
々
の
営
為
を
よ
り
具
体
的
に
、
し
か
も
信
頼
で
き
る

情
報
と
し
て
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
に
つ
い
て
本
節
で
は
も
う
一
つ
の
実
例
が
示
さ
れ
た
。
国
立

公
文
書
館
所
蔵
の
顧
応
祥
『
崇
雅
堂
詩
集
』
巻
一
に
「
海
寇
篇
用
王
伯
安
弘
治
丙
辰
即
事
五
十
韻
」
と

い
う
詩
が
あ
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
弘
治
九
年
の
陽
明
に
「
即
事
五
十
韻
」
と
い
う
北
方
辺
境
の
戦
争
に

寄
せ
る
詩
作
も
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
「
即
事
五
十
韻
」
そ
の
も
の
は
現
在
見
ら
れ
な
い
に
し
て
も
、

顧
応
祥
の
和
韻
詩
か
ら
そ
の
規
模
や
脚
韻
を
類
推
す
る
こ
と
が
で
き
、
当
時
の
陽
明
は
強
い
文
学
的
意

欲
の
ほ
か
に
、
軍
事
に
も
関
心
を
持
っ
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。 

第
二
節
「
陽
明
本
人
の
資
料
」
は
、
こ
の
時
期
に
書
か
れ
た
陽
明
自
身
の
資
料
で
現
在
何
が
残
っ
て

い
る
か
を
見
定
め
、
そ
の
性
格
を
一
つ
ひ
と
つ
検
討
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
進
士
登
第
以
前

の
陽
明
が
残
し
た
資
料
は
一
覧
表
の
①
～
⑩
が
あ
り
、
そ
れ
ら
の
資
料
か
ら
は
従
来
考
え
ら
れ
て
い
た

よ
う
な
朱
子
学
と
の
葛
藤
に
悩
む
陽
明
で
は
な
く
、
文
学
の
交
流
を
通
し
て
都
の
士
大
夫
社
会
に
没
入

し
、
最
後
に
は
か
ろ
う
じ
て
そ
こ
か
ら
脱
皮
し
よ
う
と
し
た
若
者
の
姿
が
読
み
取
れ
た
。
と
い
う
こ
と

は
、
二
十
代
の
陽
明
に
決
定
的
な
影
響
を
与
え
た
の
は
、
朱
子
学
よ
り
も
ま
ず
士
大
夫
社
会
の
慣
習
や

通
念
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
慣
習
や
通
念
は
多
く
の
場
合
、
華
麗
な
文
学
的
装
飾
を
施
さ
れ
て

い
る
が
、
実
際
に
は
功
名
を
重
視
す
る
な
ど
、
個
人
や
家
族
の
利
益
追
求
を
肯
定
す
る
よ
う
な
内
容
が

多
い
。
そ
れ
は
あ
る
意
味
で
世
俗
的
な
考
え
方
で
あ
ろ
う
が
、
た
だ
ふ
つ
う
の
「
世
俗
」
で
は
な
く
、

都
の
中
心
地
で
見
せ
ら
れ
た
全
国
最
上
級
の
「
世
俗
」
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
⑩
に
見
ら
れ
た
よ
う
に
、

そ
の
よ
う
な
「
世
俗
」
か
ら
脱
皮
し
よ
う
と
し
た
と
き
、
陽
明
の
力
に
な
っ
た
の
が
科
挙
受
験
の
際
に

勉
強
し
た
学
問
・
思
想
だ
っ
た
の
で
あ
る
。 

本
章
の
検
討
に
よ
っ
て
、
陽
明
は
朱
子
と
異
な
る
生
い
立
ち
を
し
た
こ
と
も
判
明
す
る
。
道
学
の
系

譜
に
連
な
る
父
や
師
を
持
つ
朱
子
と
は
違
っ
て
、
陽
明
は
そ
の
よ
う
な
学
統
を
何
も
背
負
っ
て
い
な
い
。

よ
く
婁
諒
の
影
響
を
強
調
し
て
朱
子
に
お
け
る
李
侗
に
な
ぞ
ら
え
る
が
、
実
際
に
は
①
で
見
た
よ
う
に
、

陽
明
は
た
だ
岳
父
一
家
の
慌
た
だ
し
い
帰
郷
の
途
中
婁
諒
に
謁
見
し
た
に
す
ぎ
ず
、
そ
れ
も
諒
の
墓
誌

銘
に
「
四
方
の
士
夫
信
を
過
ぎ
、
造
謁
せ
ざ
る
は
無
し
」
（
張
元
禎
「
一
斎
婁
先
生
墓
誌
銘
」
、
『
東
白
張

先
生
文
集
』
一
四
）
と
あ
る
よ
う
に
、
士
大
夫
は
誰
で
も
広
信
を
通
る
時
に
そ
う
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

朱
子
は
二
十
代
か
ら
三
十
代
の
十
年
に
わ
た
っ
て
李
侗
に
師
事
し
た
が
、
陽
明
が
十
八
歳
に
一
度
だ
け

会
っ
た
婁
諒
と
の
関
係
は
、
そ
れ
と
比
べ
も
の
に
な
ら
な
い
ほ
ど
薄
い
と
言
え
よ
う
。 

ま
た
、
陽
明
が
身
を
置
い
た
都
の
士
大
夫
社
会
の
状
況
も
あ
る
程
度
見
え
て
く
る
。
当
時
、
士
大
夫

は
職
務
の
か
た
わ
ら
、
よ
く
文
学
を
通
し
て
互
い
に
交
流
し
、
親
睦
を
深
め
る
。
そ
の
よ
う
に
文
学
に

よ
っ
て
築
か
れ
た
交
友
関
係
を
当
時
の
言
葉
で
は
「
交
遊
」
と
言
う
が
、
都
の
士
大
夫
社
会
は
ま
さ
に
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「
交
遊
」
の
世
界
だ
っ
た
と
い
え
る
。
「
交
遊
」
の
具
体
的
内
容
は
、
基
本
的
に
同
年
・
同
郷
・
同
僚
と

い
う
三
種
の
関
係
で
人
々
が
ま
ず
結
び
つ
き
、
そ
し
て
赴
任
や
帰
郷
の
た
め
に
離
れ
る
仲
間
に
対
す
る

送
別
、
あ
る
い
は
そ
の
父
母
の
誕
生
日
や
朝
廷
か
ら
の
恩
賞
に
対
す
る
祝
賀
と
い
っ
た
機
会
に
「
交
遊
」

同
士
が
集
ま
り
、
文
人
と
し
て
の
力
量
を
示
し
合
う
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
、
例
外
と
し

て
陽
明
と
喬
宇
の
よ
う
に
三
種
い
ず
れ
の
関
係
で
も
な
い
場
合
が
あ
り
、
②
⑨
の
よ
う
に
送
別
・
祝
賀

以
外
の
場
面
も
あ
る
が
、
全
体
と
し
て
は
以
上
の
よ
う
な
形
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
よ
う
な
形

の
「
交
遊
」
が
、
陽
明
が
進
士
に
登
第
し
文
壇
の
中
心
が
喬
宇
ら
四
人
か
ら
李
夢
陽
を
は
じ
め
と
す
る

前
七
子
へ
と
変
わ
っ
た
後
も
な
お
都
で
盛
ん
に
行
な
わ
れ
、
結
局
、
陽
明
の
北
京
時
代
に
お
け
る
活
動

の
最
大
の
背
景
と
な
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。 

 第
二
章 

刑
部
主
事
時
代 

陽
明
は
弘
治
十
二
年
三
月
に
進
士
に
登
第
し
、
一
年
間
の
観
政
進
士
と
い
う
見
習
期
間
を
経
て
、
翌

十
三
年
六
月
に
初
任
官
と
し
て
刑
部
主
事
を
授
け
ら
れ
、
そ
し
て
山
東
郷
試
の
考
試
官
と
し
て
の
業
務

が
終
わ
る
十
七
年
九
月
頃
ま
で
、
一
時
的
な
帰
郷
や
出
張
を
除
い
て
ず
っ
と
こ
の
職
に
あ
っ
た
。
第
二

章
で
は
、
こ
の
時
期
を
「
刑
部
主
事
時
代
」
と
し
て
一
括
し
、
陽
明
が
残
し
た
資
料
を
す
べ
て
集
め
て

そ
の
年
代
や
性
格
を
検
討
し
た
。 

第
一
節
「
観
政
進
士
」
は
、
陽
明
が
登
第
し
て
か
ら
初
任
官
を
授
か
る
ま
で
の
期
間
を
扱
い
、
一
覧

表
の
⑪
～
⑭
を
検
討
し
た
。
第
二
節
「
刑
部
主
事
」
は
、
こ
の
職
を
任
命
さ
れ
た
後
の
北
京
勤
務
時
期

を
扱
い
、
⑮
～
㉑
の
資
料
を
検
討
し
た
。
十
四
年
八
月
に
陽
明
は
南
京
地
域
へ
の
出
張
を
命
じ
ら
れ
、

翌
十
五
年
夏
に
帰
任
し
た
が
、
第
三
節
「
南
京
出
張
」
は
そ
の
出
張
時
期
を
扱
い
、
と
く
に
帰
途
中
の

十
五
年
春
に
集
中
し
て
見
ら
れ
た
㉒
～
㉕
の
資
料
を
検
討
し
た
。
都
に
戻
っ
た
陽
明
は
ま
も
な
く
休
暇

を
願
い
出
て
帰
郷
し
、
そ
れ
は
十
五
年
八
月
か
ら
十
七
年
秋
の
二
年
に
わ
た
っ
た
が
、
第
四
節
「
一
時

帰
郷
」
は
こ
の
時
期
を
扱
い
、
㉖
～
㊳
の
資
料
を
調
査
し
た
。
二
年
後
の
上
京
途
中
、
陽
明
は
招
聘
を

受
け
て
山
東
郷
試
を
主
宰
し
た
が
、
第
五
節
「
山
東
郷
試
」
は
山
東
に
お
け
る
陽
明
の
行
動
と
、
『
山
東

郷
試
録
』
を
め
ぐ
る
資
料
の
問
題
を
検
討
し
た
。
一
覧
表
の
う
ち
㊴
が
そ
れ
に
当
た
る
。 

こ
の
刑
部
主
事
時
代
は
、
陽
明
が
進
士
の
仲
間
入
り
を
し
て
み
ず
か
ら
士
大
夫
社
会
で
つ
な
が
り
を

持
つ
よ
う
に
な
っ
た
だ
け
に
、
父
の
関
係
者
と
の
付
き
合
い
は
影
を
潜
め
る
が
、
資
料
に
現
れ
た
そ
の

生
活
ぶ
り
か
ら
見
て
、
基
本
的
に
進
士
登
第
以
前
の
延
長
線
上
に
あ
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の

時
代
の
陽
明
の
交
遊
を
う
か
が
う
に
は
、
㉑
が
重
要
な
資
料
と
な
る
。
そ
こ
に
は
、
帰
郷
す
る
仲
間
を

送
別
す
る
た
め
に
、
陽
明
と
五
人
の
友
人
が
連
日
の
よ
う
に
集
ま
っ
て
詩
文
を
作
る
様
子
が
記
さ
れ
て

い
る
。
帰
郷
す
る
の
は
銭
栄
、
五
人
の
友
人
は
杭
済
・
秦
金
・
徐
守
誠
・
楊
子
器
・
杭
淮
で
あ
る
が
、

い
ず
れ
も
当
時
の
都
関
係
の
資
料
に
は
よ
く
見
ら
れ
る
人
物
で
あ
る
と
と
も
に
、
陽
明
の
北
京
時
代
の

重
要
な
仲
間
だ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
と
は
い
え
、
本
章
の
検
討
は
ま
だ
初
歩
的
な
も
の
で
あ
り
、
そ
れ

ほ
ど
価
値
の
あ
る
結
論
を
出
せ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
二
年
に
わ
た
る
帰
郷
は
ふ
つ
う
陽
明
が
仏
教

と
道
教
に
耽
溺
す
る
ピ
ー
ク
時
期
と
さ
れ
る
が
、
そ
の
イ
メ
ー
ジ
と
第
四
節
に
挙
げ
た
一
次
資
料
と
は

ど
う
折
り
合
え
ば
よ
い
か
と
い
う
問
題
な
ど
、
今
後
の
課
題
と
な
る
と
こ
ろ
が
多
い
。 

 

第
三
章 

兵
部
主
事
時
代 

休
暇
か
ら
復
帰
し
た
陽
明
は
、
改
め
て
兵
部
主
事
の
職
を
授
け
ら
れ
る
が
、
そ
れ
は
龍
場
駅
の
駅
丞

に
左
遷
さ
れ
る
正
徳
元
年
十
二
月
ま
で
続
い
た
。
第
三
章
で
は
、
左
遷
が
決
ま
っ
た
あ
と
都
を
離
れ
る

ま
で
の
準
備
期
間
も
含
め
て
こ
の
時
期
を
「
兵
部
主
事
時
代
」
と
し
、
陽
明
に
関
係
す
る
一
次
資
料
を
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で
き
る
だ
け
集
め
て
分
析
し
た
。 

第
一
節
「
弘
治
十
七
年
十
月
～
十
八
年
」
は
標
題
の
示
す
期
間
の
資
料
、
㊵
～
㊺
お
よ
び
上
海
博
物

館
所
蔵
の
「
詞
林
雅
集
図
」
を
検
討
し
、
第
二
節
「
正
徳
元
年
～
二
年
閏
正
月
」
は
年
号
が
改
ま
っ
た

こ
の
時
期
の
㊻
～

を
中
心
に
分
析
し
た
。
第
三
節
「
出
発
と
送
別
」
は
、
龍
場
へ
の
赴
任
を
め
ぐ
る

陽
明
と
友
人
と
の
詩
文
の
贈
答
を
詳
し
く
見
て
、
最
後
に

に
つ
い
て
考
察
し
た
。 

こ
の
時
代
の
資
料
は
、
「
詞
林
雅
集
図
」
の
よ
う
に
今
ま
で
通
り
の
交
遊
ぶ
り
を
示
す
例
も
あ
る
一
方

で
、
㊺
で
は
「
身
心
の
功
」
に
つ
い
て
の
悩
み
を
打
ち
明
け
、
㊼
㊽
で
は
思
想
的
立
場
を
表
明
し
、
㊾

で
は
講
学
へ
の
強
い
情
熱
を
見
せ
て
い
る
よ
う
に
、
明
ら
か
に
思
想
性
が
強
く
な
っ
て
い
る
。
陽
明
が

こ
の
よ
う
に
思
想
へ
と
傾
斜
す
る
の
に
は
、
そ
れ
以
前
の
帰
郷
や
山
東
郷
試
の
経
験
が
作
用
し
て
い
る

の
で
あ
ろ
う
が
、
さ
ら
に
弘
治
帝
の
崩
御
に
伴
う
政
治
的
混
乱
と
い
う
環
境
の
急
変
も
影
響
し
て
い
る

と
考
え
ら
れ
る
。
㊸
㊻
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
帝
の
崩
御
は
都
の
雰
囲
気
に
暗
い
影
を
落
と
し
て
お
り
、

そ
の
中
で
陽
明
は
隠
逸
的
な
生
き
方
に
共
感
を
覚
え
た
が
、
そ
の
よ
う
に
官
界
か
ら
身
を
引
き
た
い
分
、

内
面
に
沈
潜
す
る
思
想
的
な
関
心
も
強
く
な
る
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
一
方
、
若
い
頃
か
ら
熱
い

政
治
的
理
想
を
抱
く
陽
明
は
、
こ
の
朝
政
の
危
機
に
際
し
て
皇
帝
へ
の
諫
言
も
行
な
っ
た
（
㊿
）
。
そ
れ

が
奏
功
せ
ず
、
み
ず
か
ら
も
牢
獄
に
つ
な
が
れ
る
は
め
に
な
っ
た
が
、
こ
の
挫
折
に
よ
っ
て
、
陽
明
は

龍
場
で
の
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
だ
け
で
な
く
、
そ
の
後
の
方
向
性
ま
で
大
き
く
規
定
さ
れ
る
こ
と

に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。 

 第
四
章 

龍
場
に
至
る
道
程 

都
を
後
に
し
た
陽
明
は
正
徳
二
年
三
月
頃
に
浙
江
省
の
杭
州
ま
で
来
た
あ
と
、
そ
こ
に
と
ど
ま
っ
て

そ
れ
以
上
龍
場
へ
向
か
お
う
と
は
し
な
か
っ
た
。
周
辺
地
域
を
あ
ち
こ
ち
回
っ
た
末
、
翌
三
年
の
初
め

に
よ
う
や
く
赴
任
の
途
に
就
い
た
の
で
あ
る
が
、
第
四
章
で
は
、
こ
の
途
中
の
こ
と
も
含
め
て
陽
明
の

龍
場
時
期
に
つ
い
て
初
歩
的
な
検
討
を
し
た
。 

第
一
節
「
龍
場
へ
の
赴
任
」
は
赴
任
途
中
の
こ
と
を
扱
う
も
の
で
あ
り
、
そ
の
時
期
の
資
料
と
し
て

一
覧
表
の

～

が
あ
る
こ
と
が
筆
者
の
予
備
調
査
で
わ
か
っ
た
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
年
代
を
証
明
し
て

内
容
を
分
析
す
る
こ
と
は
、
本
論
文
で
は
で
き
な
か
っ
た
。 

第
二
節
「
結
び
に
か
え
て
」
は
陽
明
の
龍
場
経
験
に
つ
い
て
の
初
歩
的
考
察
で
あ
る
。
龍
場
時
期
の

全
資
料
か
ら
明
ら
か
に
な
っ
た
の
は
、
当
時
の
客
観
的
状
況
は
伝
記
資
料
な
い
し
は
陽
明
自
身
が
表
現

し
て
い
る
ほ
ど
危
機
的
な
も
の
で
は
な
い
こ
と
、
有
名
な
心
即
理
や
格
物
説
な
ど
の
理
論
構
築
は
こ
の

時
期
で
は
ま
だ
見
え
て
い
な
い
こ
と
で
あ
る
。
龍
場
当
時
の
実
状
を
伝
え
る
資
料
に
、
席
書
の
陽
明
に

宛
て
た
計
四
通
の
文
書
が
あ
る
。
そ
れ
は
彼
の
文
集
『
元
山
文
選
』
五
巻
（
北
京
大
学
図
書
館
蔵
）
に

保
存
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
が
、
巻
一
「
送
別
陽
明
王
先
生
序
」
に
陽
明
の
学
問
を
「
其
の
要
切
を

究
む
る
に
、
喜
怒
哀
楽
已
発
未
発
の
間
に
於
い
て
、
尤
も
力
を
致
す
」
と
ま
と
め
て
い
る
な
ど
、
龍
場

大
悟
を
再
考
す
る
う
え
で
重
要
な
手
が
か
り
を
与
え
て
く
れ
る
の
で
あ
る
。 

 

付
録 

政
治
の
中
の
王
陽
明 

付
録
は
、
筆
者
の
既
発
表
の
論
文
を
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
再
録
し
た
も
の
で
あ
る
。
第
一
節
に
は
「
王
陽

明
の
江
西
時
代
に
お
け
る
「
思
帰
」
を
め
ぐ
っ
て
」
（
『
東
洋
の
思
想
と
宗
教
』
三
四
、
二
〇
一
七
）
、
第

二
節
に
は
「
最
晩
年
の
王
陽
明
に
見
ら
れ
る
政
治
志
向
に
つ
い
て
」
（
『
早
稲
田
大
学
大
学
院
文
学
研
究

科
紀
要
』
六
三
、
二
〇
一
八
）
を
収
め
て
い
る
が
、
い
ず
れ
も
四
十
六
歳
以
降
、
地
方
政
治
に
つ
い
て

重
責
を
担
う
よ
う
に
な
っ
た
陽
明
を
扱
う
た
め
、
ま
と
め
て
「
政
治
の
中
の
王
陽
明
」
と
し
て
お
い
た
。 


